
活　動

区　分 地域資源の基礎的な保全活動 活動項目 6　鳥獣害防護柵等の保守管理

取　組

取組概要

ふりがな あけびのうぎょう・のうそんをはぐくむかい ふりがな くろべしうなづきまちあけびちない

組織名 明日農業・農村を育む会 実施場所 黒部市宇奈月町明日地内

活動内容

背景・経緯

時期・回数

参加者

配慮事項

鳥獣被害防止のための防護柵の下草刈りや簡易補修等による適正な管理を
行うこと。

鳥獣害防護柵の適正管理

農地維持活動

　有害鳥獣等による農作物への被害を防ぐため、電気柵の適正管理を行っている。

　鳥獣の衝突による倒壊等が発生した際に迅速に対応できるようにするため、基本的に毎日
当番の者が見回りを実施して、問題がないかチェックする体制を構築している。

年３回以上（5月頃：下草刈り、11月頃：一時撤去、3月頃再設置、他適宜修繕等

構成員や町内会員等　年間延べ90名程度

　明日地区は中山間地域であり、有害鳥獣による農作物への被害に悩まされていたため、そ
の対抗策として交付金を活用して電気柵による被害軽減に取り組んでいる。



活　動

区　分 地域資源の基礎的な保全活動 活動項目 6 鳥獣害防護柵等の保守管理

取　組

取組概要

ふりがな はなぶさかんきょうかいぜんかつどういいんかい ふりがな しもにいかわぐんあさひまちやまざき

組織名 花房環境改善活動委員会 実施場所 下新川郡朝日町山崎

活動内容

背景・経緯

時期・回数

参加者

支払金額

配慮事項

鳥獣被害防止のための防護柵の下草刈りや簡易補修等による適正な管理を
行うこと。

鳥獣害防護柵の適正管理

農地維持活動

イノシシ等による農作物被害防止のために地域一丸となって電気柵等の設置・維持管理を積
極的に行っている。

事故防止のため、事前に役割分担をしっかりと取り決め、複数人で作業を行っている。

4月から12月（概ね4回）

のべ40名

80,000円

本地区は、平成19年より本交付金を活用した農地維持活動を開始し、現在では、農家・非農
家の分け隔てなく、農地の保全活動に取り組んでいる。近年は、イノシシ等の農作物被害が発
生しており、地区一丸となって鳥獣害防止活動に取り組むことで、鳥獣被害に対する問題意識
を地区で共有する一助となっている。
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